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○はじめに
昨年の３名にひきつづき，今年も２名の学生がマレーシアでの臨床実習を選択しました。山城教授，Prof.
Nasimul がお世話してくださったおかげで無事に実習を終えることができました。マレーシアでは医学，英
語だけではなく，日本とは大きく異なる文化にも触れることができ，とても勉強になりました。今回のマ
レーシアでの経験について報告したいと思います。
○実習スケジュールと費用
２０１０年５月３日～５月３０日（４週間） マレーシア マラ工科大学
５／３～５／１１ 循環器内科
５／１２～５／２０ 小児科
５／２１～５／３０ プライマリーケア
往復航空券（大阪～クアラルンプール）：９万円
寮費：１万５，０００円
食費：３万円
○実習について
・循環器内科
循環器内科での実習は，午前は病棟実習，午後は講義というスケジュールでした。
病棟実習では，実際に患者さんに問診をとり，身体診察をしました。マレーシアの学生は，どの患者さん
でも自由に診察してよく，とても熱心にたくさんの患者さんを診察していました。マレーシアの学生に「面
白い症例あった？」とよく聞かれたのが印象的でした。循環器内科を選んでよかったと思ったのは，英語で
うまく会話ができなくても，聴診器で心音や呼吸音を聞いたり，心電図の結果を見たりできることでした。
患者さんの中で英語を話せるのは半数くらいなので，学生に通訳してもらいながら問診をすることもありま
した。疾患は，狭心症，心筋梗塞，心不全が多かったですが，日本では最近見られないリウマチ熱の症例も
経験しました。
Bed Side Teaching では，学生が患者さんの身体診察を行い，先生がその場でレクチャーしてくださると
いう形で，一人の患者さんに１時間くらいかけていました。知識が印象に残り，とてもいい指導方法だと思
いました。他にも，教授外来や教授回診を見学しました。
講義は，日本と大きく異なり，学生が決められたテーマについて発表し，先生が補足するという形式でし
た。発表者ではない生徒も受け身ではなく，どんどん発言していたことにとても刺激を受けました。
・小児科
マレーシアでは，小児科はとても重視されていて，４年生と６年生のときに２ヵ月ずつ勉強します。
小児科でも，午前に病棟実習，午後が講義というスケジュールでした。
病棟実習では急性気管支炎，肺炎，喘息，熱性けいれん，髄膜炎，デング熱などのコモンディジーズを多
く経験できました。他にも，SLE，SSc，若年性間接リウマチなどの膠原病や，猩紅熱，シェーラインヘノッ
ホ症候群などのたくさんの症例も見ることができました。
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・プライマリーケア（総合診療）
プライマリーケアでは，基本的には病棟実習を行い，たまに講義を受けるというスケジュールでした。講
義は実践的なもので，ある症状に対する鑑別疾患，治療薬の商品名から，治療薬の処方量まで学びました。
病棟実習では，外来，処置室，薬剤部見学，患者さんの診察などをしました。
マレーシアでは，どんな病気でもまずはプライマリーケアの外来で受診してもらわなければならないの
で，さまざまな科の疾患の患者さんが来られていました。処置室では，採血や抜糸などの処置を学生が一人
で行っていて，私も実際やらせてもらえました。糖尿病の足趾壊疽の処置がとても多く，驚きました。患者
さんの診察では，最後に先生にチェックをしてもらうのですが，学生が診断から薬の処方まで行っていまし
た。
○マレーシアでの生活について
マレーシアは，東南アジアの国で，タイの南，シンガポールの北に位置する熱帯の国です。民族は６０％が
マレー系で，３０％中国系，１０％インド系で，国教はイスラム教です。公用語はマレー語ですが，医療関係者
は病院内では英語で会話します。
マラ工科大学は，クアラルンプールから車で３０分ほどのところにあります。生徒は全員イスラム教徒で
す。１学年１２０人，女の子８０人，男４０人と，日本とは違い女の子が多く，理由は女の子のほうが真面目で成
績がいいからだそうです。寮は１年前にできたばかりで，とてもきれいで快適でした。クーラーはないです
が，天井にファンがついていていました。シャワーは水のみで，朝は少し冷たく感じますが，昼間や夜は気
になりませんでした。
食べ物は，日本人に合うものが多いと感じました。白ご飯かチャーハンに鳥肉や魚がついてくるといった
ものが多く，味は少しスパイシーです。物価は日本に比べとても安く，１食２００円くらいで食べられます。
１杯７０円のフレッシュジュースが毎日の楽しみでした。治安も日本と変わらないくらいよいと感じました。
週末は，リゾートの島で海を満喫したり，マレーシアの学生の実家に招待してもらったりと，とても充実
していました。
○マレーシアの医療事情
驚くことに，国立病院では診察料が３０円（１リンギット），薬は全て無料となっています。天然資源が豊
かで国にお金があるからのようです。帝王切開の手術で３，０００円，目の手術でも６，０００円程度と，国民の負担
はとても少なく，恵まれています。
その一方，医療費が安いために患者さんがとても多いということや，薬が無料ということもあって，薬の
コンプライアンスが悪いということ，医療費節約のために高価な薬をあまり使えないなどといった問題もあ
るようです。
○医学教育について
すべての国立医学校の授業料が無料で，さらに毎月お金がもらえます。日本で言えば，防衛医科大学校の
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ような感じです。医学部の倍率は４０倍と，マレーシアではとても人気があります。カリキュラムは日本と同
じく６年間で，１年目が教養，２年目が基礎医学，３年目から６年目が臨床医学を学びます。イギリスに占
領されていたという理由からか，イギリスの医学教育をモデルとしているようです。
特徴的だと思ったのは ①４年間の臨床医学では，病院実習と講義を並行して行う。②全ての科の試験は
筆記と実技がある ③講義では，生徒が調べてきたことを発表し，先生がそれに付け加える。④卒業するま
でに５人の自然分娩を経験しなければならない。といったことでした。
４年：内科 産婦人科 小児科 外科 地域医療
５年：内科 マイナー（眼科 耳鼻科 精神科）プライマリケア 整形外科 外科
６年：内科 産婦人科 小児科 外科
※内科は呼吸器，循環器，感染症，内分泌，神経，皮膚，に分かれていて，それ以外は自学習
○マレーシアの医師について
人気の科は循環器内科，小児科，産婦人科だそうです。日本とは違い，小児科，産婦人科が人気なのは，
医学生に女の子が多いからのようです。給料は研修医で１ヵ月１５万円，３～５年後に専門医になると１ヵ月
２５万～４５万円で，ちなみに学長クラスの教授では１５０万円にもなるようです。日本との物価の差を考えれば，
とてもよい給料だと感じました。
○最後に
ぼくは英語をほとんど話せませんし，英語の勉強もせずに行ってしまいましたが，高校卒業レベルの知識
でもなんとか会話はできました。他の国と比べれば費用も安いですし，学生のみなさんは，英語が苦手だと
しても，ぜひ行ってください。１ヵ月間海外で勉強したり，マレーシア，イスラム教などの文化に触れる機
会は，ラストチャンスになるかもしれません。医学や英語の勉強になりまし，イスラム教の人たちと生活す
ることはとても学ぶことが多かったです。
最後に，今回このような機会を与えてくださった，山城教授，Prof. Nasimul，自分の家族にとても感謝
しています。本当にありがとうございました。
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